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　去る 12 月 24 日、日本の島根県出雲市ルー
テル教会前。吹雪を伴った強風が姿勢を保ち
にくいくらいに吹いた。東海（日本海）から
吹いて来る風は、こちらの日常的な天気現象
だったが、この日は特にひどかった。
　ルーテル教会の後ろで、数百年を経た松の
森が屏風を成していた。その森のおかげでひ
どい風が弱まると、同行した寺井敏夫氏（77・
作家）が説明した。向かい風をかきわけて森
に近寄ると、松は一斉に日本本土に向かって
東側に傾いていた。ピサの斜塔の傾きだった。
こちらの人はこの森を八通山と呼ぶ。大きさ
は丘程度だが、山と呼ぶのには理由がある。
　1639 年、出雲平野を貫いて東海（日本海）
に流れる斐伊川が大洪水で氾濫した。1637
年にも洪水被害を受けた出雲平野の農民たち
にとっては再起不能な氾濫だった。その上に
大洪水で斐伊川の流れが東海（日本海）から
宍道湖に変わってしまうという信じられない
事が起った（地図参照）。川の流れが変わる
と出雲平野は東海（日本海）から吹いて来る
砂風で砂漠化が急速に進行した。田畑に使う
こともできない巨大な荒れ地になってしまっ
た。
　当時この地域を治めた松江藩の領主松平直
政（徳川家康の子孫）は砂漠化で税収が減少
すると、農は基本と発表して農民を絞りあげ
た。
　当時、中農だった大梶七兵衛。飢饉に苦し
む村人が、自分の家に米をもらいに来るのを

見て大きな決心をするようになる。

海風、砂漠化、飢饉に悩まされつつ、粘り強
く農民と会話、防風林造成、肥沃な土地に変身

　「川が消えると、かなり広い土地が生じま
した。藩では測量をして農耕地を作ろうとし
たが砂地だからあきらめてしまいました。こ
の時、七兵衛が先導します。まさにこの防風
林を造成し始めたのです。 藩は、開発は許
可するが財政支援は不可能だと言いました。
七兵衛は屈しないで自分についてきた農民一
人と木柵を立て風を防ぎました」（寺井氏の
話）
　七兵衛は 5 年間、木柵を越えてくる砂と
闘いながら防風林を造成した。椎の木、萩の
木は砂のなかでもよく育って砂山が崩れず、
助けになった。雑木の造成を終えた彼は、松
の木を植え始めた。しかしいつも失敗。砂地
のため水気が不足し、そのまま枯れてしまっ
た。植樹の苗根に泥を付けて再度やり直した。
　そうして 15 年。松林が鬱蒼となり、八通
山の内陸の方で植物が伸び始めた。藩はやっ
と七兵衛を認めて大肝煎り（大庄屋）という 
職位を授ける。そして「特別命令 7条」を発
表して囚人などを投入、最近でいう新都市建
設に出る。40 世帯で始まった移住の村はし
かし、養分のない土壌のため畑作もまともに
できず、住民の暴動などの危機にあう。1663
年、治安のために武士が派遣されてから安定
するようになった。
　藩の支援に力を得た七兵衛は、稲作のため
に河幅 7mの用水路建設を始める。斐伊川か

ら東海（日本海）に抜ける用水路さえあれば、
肥沃な土地になるのに時間はかからないと思
われたからだ。しかし、彼が測量を始めると
思いがけない壁にぶつかる。家屋と田畑を奪
われる境遇に置かれるようになった農民たち
が強く抵抗した。彼は長い時間をかけて、住
民たちを説得し、該当する 30 の村すべてに
土地所有の恩恵を与えると約束した。
　「しかし砂地に堰をつくるということは不
可能に思われた。今のように重装備があれば
分からないですが。木で堰を造って通水する
というのも難しい作業であるにもかかわら
ず、崩れるのは当たり前だったんです。洪水
のような自然災害は致命的だったんです」寺
井氏は当時の用水路図面を見せてくれながら
説明した。
　洪水よりもっと大きい問題は用水路に沿っ
て水が東海（日本海）に着く前に砂地に吸収
されて消えることだった。こうなると人足た
ちが業務を怠り、村に入って乱暴をはたらい
た。また世論に大きな影響を及ぼす権力のあ
る人は、利害の当事者である住民の側に立っ
て工事中止を要請した。
　荒木コミュニティーセンター（住民セン
ター） 米田卓朗センター長は「干拓による農
地分配の約束が工事を続けるための重要な要
因だった。結局、その後この約束は守られた」
と言った。
　七兵衛は用水吸収問題を用水路の底に、む
しろ 5万枚を敷いて、泥で覆って解決した。
考えてもいなかったこの工事で彼は全財産を
売って、その費用に充てた。
　彼が干拓に出てから 30 余年。水路を通じ

て出雲平野に農業用水が供給されて沃土に
なった。7m 幅の用水路は事実上、運河になっ
て日本伝統の木の船、高瀬船が運航すること
ができた。それが高瀬川の語源となった。松
江藩はこの運河ができる前、宍道湖 - 中海 -
東海（日本海）につながる航路を選んで大阪
まで米輸送をした。
　ひとつ七兵衛の気になることがあった。斐
伊川の水を引き入れる水門が木で作られてい
て、堅固ではないこと。1689年春、大雨が降っ
た日、水門の崩壊を懸念した彼は、雨に濡れ
ながら水門の杭を補強していて倒れてしまっ
た。 運命の日の直前、彼は息子、朝定に再
設計図を譲って生涯を終える。

子孫が 430 ｍの岩樋を完工、鉄道などの発達
で運河機能は衰えたものの、水遊び、魚釣り
が市民の自慢

　しかし、朝定はその年の秋に失踪してし
まった。藩の官吏だった彼がどうして失踪し
たのかは分からないが、法を破って処刑され
たという説が今まで伝えられている。このた
めに七兵衛の家門は干拓の功績によって受領
した田畑をすべて奪われてしまった。そん
な中でも七兵衛の妻マツと嫁のサダは朝則
が祖父の遺業を継承するようにした。そし
て 1712 年、ついに 430m に達する閘門式栗
原岩樋が完工する。この閘門式水路はパナマ
運河の閘門式より 200 余年前に作られたもの
だ。
　22 日出雲市内、高瀬川。出雲市都市計画
調査監の岸和之氏が建設省から受けた「生活

河川 30 選」受賞記念碑の前で高瀬川の歴史
を説明した。
　「砂漠化された出雲平野で稲作をするこ
とができたのは、まさに高瀬川のおかげで
す。人力だけで成した大事業で、その長さが 
8km です。今も親水環境として利用される
市民の自慢です」
　市会議員・珍部全吾氏にとっても、中心部
を流れる高瀬川に対する自負心は大きいもの
であった。子供たちは水遊びと魚捕り、大人
たちは川辺で祭りをし、また花火なども楽し
むと言った。
　19－20 世紀には蚕業、染色業、瓦工場の
用水路としても使われた。当時木造住宅が多
く、防火用水としても大きな役目を果たした。
東海（日本海）と触れる河口では鳥類観察、
及び湿地探査の空間にも活用される。七兵衛
の子孫が開発した間伏川、妙仙寺川、十間川、
差海川なども近代以後、類似した機能を発揮
している。
　七兵衛の干拓後 300 余年。人口 14 万人余
の出雲市は、松江市とともに水の都市になっ
た。あちこちに幅 4－7m の水路が親水環境
を作り出す美しい都市になった。都市が経済
力を持った場合、親水環境が維持されていな
いと、19 世紀末、20 世紀初めのように工業

用水のための河川として使われてしまう。
　しかし、海上運送の革命的役目を果たした
運河の機能は、鉄道と地上の運送手段の発達
により、1世紀を経て衰えてしまった。4大
江の運河の議論に参考となるところである。
　25 日午後、またルーテル教会前。七兵衛
の一族が建設した 3箇所の防風林は市民の風
よけになっている。防風林がなかったら都市
は本来の機能を失うだろう。
　2000 年、33.9㎞のセマングム防潮堤が完工
した後、セマングム干拓地は飛散するほこり
との戦いの真っ最中と伝えられる。干潟が乾
燥すると、潮風によりほこりが飛ぶからだ。
このほこりは果実と木の葉に付着して成長に
障害を与える。韓国農漁村公社は（高塩濃度
に耐える）塩生植物を植えて対策を立ててい
ると言うが、根本的な解決策ではないようだ。
出雲干拓以後 300 年間の変化は、セマングム
干拓地にとって良い教科書となることを意味
する。
　七兵衛は 5 年間木を植えながら、25 年間
用水路工事をした。また 3 代にわたって生
態の変化を見つめて、自然を克服した。建設
機器の発達は、七兵衛の 30 年の開発を一気
に 1年に短縮することができる。しかしその
開発された自然は、当代の私たちだけが生き

て行く基盤ではないということだ。生態の循
環を見守って少しずつ開発して行くというこ
とだ。

全財産をかけ干拓事業

大梶七兵衛

取材支援 :
日本財団法人人間自然科学研究所
翻訳　金有辰
監修　財団法人人間自然科学研究所

５年間木を植え、 25 年間水路を掘る… 3 代が継いだ大事業

2011 年１月 6日木曜日� 国民日報 イウッ� 2011年 1 月6日木曜日

　「4大河川開発」問題は 2011 年にも私たちの社会の熱い問題になると思われる。 2008 年下半期
に始まったこの事業（4大河川開発）は韓国版ニューディール事業と呼ばれて漢江、洛東江、金江、
栄山江、各水系で進行している。
　しかし工事を始めて以後、今まで開発の正当性と効率において賛否両論に分かれ、社会が葛藤す
る要素になっている。宗教界、政界、市民団体、言論界を中心に舌戦を越えて物理的な衝突までも
たらしている状況だ。そんな中でも昨年末、重要な部分の工程進捗率は 60%を越した。また 3日
には川岸の開発の根拠になる「親水区域法施行令」が立法予告され、河川生態系破壊や環境汚染に
対する憂慮、住民の間の尖鋭な利害争いなど、この問題が私たちの社会を熱く沸き立たせるのでは
ないかと思われる。
　特に宗教界はカトリック、仏教、円仏教そしてプロテスタントの一部がはっきりと開発反対の声
をあげていて、この問題をめぐる社会全般の内輪もめは簡単には静まらないだろう。
　プロテスタントの場合 8 つの教団の協議体である韓国キリスト教教会協議会（NCCK）は事業中
断を促した。その一方で、保守志向の韓国キリスト教総連合会は「長引く水問題解決と地域活性化」
を理由に支持する立場を明らかにした。
　これについて国民日報 「イウッ（隣り）」は 17 － 18 世紀の日本における治山、治水の英雄、三
人の開発事例を通じてケーススタディ（Case study）をしてみた。大梶七兵衛（1621 〜 1689）、清原
太兵衛 （1711 〜 1787）、周藤彌兵衛（1651 〜 1752）が、その主人公である。皆、日本の島根県出
身の人物でそれぞれ干拓事業、運河建設、 治山治水事業に全生涯を捧げた。
　これらの事例は、水害のため空を仰ぎ見て恨みながら暮らす周囲の人たちのために、犠牲をおか
して開発を始めたという共通点を持っている。また明らかな開発の目的を提示し、社会的合意を導
き出した上で始めたこと、また自然の流れを読む生命思想、子孫に引き継ぐ開発の執念、利益配分
などで今日まで尊敬の対象になっている。
　人力だけで大自然の流れを変えた事業は 200 － 300 年が過ぎた今も生態の循環を繰り返して、
その功績を後代が抱きながら暮らしている。その現場を 3回にわたって連載する。

（財）人間自然科学研究所、国民日報趙旻濟社長に感謝状
国民日報 趙旻濟（チョミンジェ、写真中央）
代表取締役社長が、日本人間自然科学研究
所小松昭夫 (66・左側 ) 理事長から、自然
開発報道に関して感謝状を受けた。

小松理事長は 16 日ソウル・汝矣島の国民
日報ビル 11 階で開かれた “ 国民家族 ” の
水曜礼拜に参加して、趙旻濟社長に国民日
報セクション・イウッ（隣り）が去る 1
月、日本島根半島の治山治水の英雄三人の

業績に対して、「『神と自然』という観点で報道してくださったことを光栄に思う」
と、感謝状を授与した。 授与式には人間自然科研究所の金顯哲 ( キムヒョンチョル、
78・前放送委員会企画室長 ) 顧問が同席した。

去る 1 月 6 日 , 13 日 , 20 日の 3 回にわたって報道された企画 ‘ 神と自然 ’ は、
論議を起こしている 4 大河川開発問題に対して「創造」「秩序」「視覚」で解答を
求めようと日本島根県 ( 出雲 ) で取材が行われ、人間自然科学研究所が取材を支援
した。日本治山治水の英雄 3 人は運河、干拓などの開発事業を国民として推進した。
この報道は彼らによる開発から 300 年あまりを経て、自然環境に及ぼした長所短
所を集中報道した。
� チョ・グッヒョン記者 

出雲（日本）＝記事　全正熙記者、
写真　尹汝弘専任記者

①出雲市内を通る高瀬川。かつて運河として利用
したが、交通の発達によって親水の川として生ま
れ変わった。②山の上から眺め見る出雲平野。開
発当時、運河が重要な運送手段であった。③教会
の後ろから防風林を見る。④七兵衛の墓。⑤大梶
七兵衛顕彰会　大野敏夫会長による説明⑥風によ
り斜めになった松の木の防風林。
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　日本の島根県、島根半島の佐陀川が開通し
てから今年で 223 年目だ。私たちの東海（日
本海）に面している佐陀川は、日本幕府時代
の一つの藩の治水の歴史であるといえる。18
世紀後半のその普請は土木・建設技術が当時
とは格段に差がある現代と、単純に比較する
ことは不可能といえるかもしれない。だが、
自然は、開発後にも後代が子子孫孫に受け
継いで、生の基盤にするという点で 「その後 
200 余年」はケーススタディ（Case study）
とするのに十分値する。
　聖書で神様は地を人格化してその創造力を
地に委任（窓 1：12）した。生態秩序の観点
で見ると、地は生産と生命の主体だ。しかし
技術文明の発展は気候温暖化と生態秩序の撹
乱を生じた。「種を実らす植物と、実を作る
木」は人間の生命維持のための神様の思いや
りであるが、これを地を通じてどのようにう
まく治めるのかが地球共同体の重要な課題に
なった。
　ここに世界キリスト教は人間救援中心の神
学から、生態系全体を救援の対象と見るパラ
ダイムの転換をはかった。クリスチャンだけ
ではなく他の宗教人でさえ 4 大江開発に対
して深く悩むことは、人間と自然の間にある
「宿題」のためである。

流浪の民のために先頭に立つ

　佐陀川の開発過程は、官、農民、宗教界な
どが関わる難題を、どのように賢く克服する
かという点に注目する必要がある。専制の時
代と言っても農民の意に頑なにあらがうこと
はできなかったし、宗教界が自然破壊を見る
目に背を向けることもできなかった。また官
の内部でも事業の妥当性は共有するが、実際
に実務に入って行けば予算と構成員間のパ
ワーゲームで、目的を果たすことが簡単では
なくなった。
　清原太兵衛（1711―1787）は日本戦国時代
の名将徳川家康のように、「鳴かない鳥を、
鳴くまで忍耐して」運河を開発した。10 代
の時から洪水被害のために流浪乞食をする農
民の惨めな現実を見ながら、治水の意志を固
めた。そして 76 歳で運河開通を目前にして
死んだ。彼が完工した運河の長さは 8ｋｍ、
幅は 36mだ。

洪水被害で、流浪の民となった農民を目撃し、
10 代の時に治水の意志を固め…70 代で実践、
工員 7万人、3年で完工

　先般のクリスマスの日、東海（日本海）が
広がる日本、松江市の恵曇港。内陸の宍道湖
から流れ出た川水が海につながる小さな港
だ。荒々しい吹雪と強風で姿勢を保つのも大

変だった。運河に停泊したヨットも揺れる。
よく整備された堰に沿って上流に続く運河筋
は、今は穏やかな川水を湛えるだけだ。
　しかし当時のこの運河は、出雲平野で生産
された米を大都市である大阪、江戸などへ運
送した重要な水運路だった。
　「江戸時代、海岸線に沿って移動する北前
船がありました。出雲平野の米も北前船を通
じて大阪、江戸、北海道などに運送されまし
た。佐陀川が出来てこの運送船が島根半島の
内陸に深く入りこんで行くことになり、物流
革命をもたらすようになったのですね。18
世紀は水運手段が一番効果的だったのです」
　出雲地方の歴史家である佐々木武男氏が堰
に沿って歩きながら説明した。運河が開発さ
れる前には、船は右側にある島根半島の海岸
線に沿って行き境港港（上端地図参照）を経
て中海と宍道湖に入らなければならなかっ
た。この運送路の長さがおよそ 100Km。佐
陀川が完工してそれが 10 分の 1になった。
　しかし当時、出雲の農民にとっては運河が
切迫した問題ではなかった。大雨が降ると穀
倉地帯が水に浸ってしまう洪水が直面する現
実だった。

財政を理由に、治水から目をそらす藩

　1639 年の大洪水。全財産をはたいて干拓
事業をした大梶七兵衛が 18 歳の時に経験し
た水騷動だった。洪水直後の松江藩は天神川
を造って治水に力を尽くしたが、水害を防ぐ
には力不足だった。険しい谷に沿って水が一
斉に宍道湖に流れ込めば一瞬にして平地が水
に浸った。平野はもちろん、市街地も例外で
はなかった。
　清原太兵衛は農家の息子だった。武士的な
気質を備えたうえに聡明だった。彼は 10 歳
の頃、偶然に松江藩の武士、青沼六郎左衛門
という人物に会い、物のことわりが分かるよ
うになる。今で言うと国家試験にあたるが、
それを目標にした夢を持つようになる。彼は
その末端の武士となる夢を 15 歳で成し遂げ
る。
　1721 年と 22 年、洪水で宍道湖があふれて
流民が発生する。下級藩士になった彼は農民
のために何とか解決しようと決心する。青沼
に「どうして藩は洪水が起こらないようにし
ないのか」と問い詰めるような唐突な面もあ
る人物でもあった。
　1732 年、日本列島を強打した自然災害は
食糧難をもたらした。島根半島もやはり大洪
水で廃墟になった。泣き面に蜂でイナゴの大
群の被害もあって、日本全国で数十万名の餓

死者が発生した。この時、飢餓に苦しむ人々
が土まで食べたという記録もある。
　青年太兵衛は、宍道湖の水位を下げれば洪
水被害を防ぐことができると考えた。水利施
設工事で農民を助けることができると確信す
るようになる。しかし父と後見人青沼が死ぬ
と治水の夢が難しくなる。彼に公僕としての
意味を教えたのは彼の母だ。長男だった彼が
家業を引き継がないことに落胆せずに、「宍
道湖の洪水を必ず防いでほしい」と励ました。
　太兵衛は藩の公僕として、出世すれば治水
事業ができると思った。そして 47 歳にして
刀を腰にさして道を歩くことができる正式な
武士になり、10 年後、治安担当、 行事管理
担当、人事担当、監査担当などをするように
なる。
　「1784 年の洪水は松江城の下まで水位が上
がってくる脅威的なものでした。財政を理由
にして関心を持たずにいた藩の役人たちが、
その時になってようやく気づいて太兵衛の運
河提案を受け入れます。10 代の時の計画が 
70 代になってようやく実践する機会ができ
たのです」

当時は米生産増加など利益を創出した佐陀
川。開通から 223 年、運河としては使われな
いが、ヨットハーバーが賑わう

　佐々木武男氏によると「洪水で食べ物がな
いのに米で税収を集めて来た藩の硬直性から
みても分かるように、太兵衛の提案も領主ら
にとって、即座に必要ではないので黙殺され
ていた」というのだ。そのうえ太兵衛を牽制
しようとする政治勢力は、直近の 10 年あま
り洪水被害がないという点をあげて、昇進に
次ぐ昇進でスピード出世した彼を阻害した。
　この頃、代を引き継いだ若い城主、治郷が
藩の治水の無対策を叱ると、実権を握ってい
た反対派が仕方なく太兵衛に謁見させた。苛
酷な税金などによる農民反乱がその背景に
あった。

藩主は「金になる河川開発」と見た

　太兵衛は城主に多久川と忠太夫川の源流を
貫通して運河を造ることを提案する。まるで
洛東江と漢江を連結して運河を造ることと同
じ脈絡だ。洪水被害予防、沼地干拓、旅客輸送、
農産物及び海産物運送のような多目的な開発
だった。藩がどんな犠牲を払ってでも工事を
しなければならないというのが太兵衛の考え
だった。工期 3年、作業者は年間人員 7万人、
賃銭米 1 万 6000 俵。犠牲を覚悟した太兵衛

と、城主とでは計算が違った。運河を開発し
て船に通行料をとることで、藩の永久的収入
になるということが明確になると全面支援に
出た。国の公共事業の本当の意図が現われた
わけだ。
　太兵衛が 73 歳になった年に工事が始まっ
た。10 箇所の村にわたって土地収容が発生
し、当然農民が反発した。工事現場に垣根を
つくったが、農民がいつも取り除いてしま
う。上司の命令服従に厳しい日本の幕府時代
を考えれば、その反発がどのようなものであ
るか分かるだろう。農民たちは田で保証する
と言っても、信じられないと言った。
　太兵衛はそこで正面から対立しない。夜に
密かに垣根づくりと測量工事に出て仕事を進
行した。沼地に夜にだけ出てくる蟹を今日「太
兵衛蟹」と呼ぶのはそのためだ。太兵衛が超
えなければならない他の難題は宗教界だっ
た。佐太神社が反対した。神社正門前に運河
があったからだ。その上、身を清めるという
池 「身澄ヶ池（みすみがいけ）」が開発事業
で乾くことになったので、正面衝突するしか
なかった。
　この日に会った佐太神社の宮司、朝山芳圀
氏（79）が話した。
　「宗教との摩擦はその解決が簡単なもので

はないです。太兵衛の場合、神社を数百回訪
ねて来て、農民のための開発であることを強
調して 聖所『身澄ヶ池』の代わりとなる所
をつくり誠意を尽くしたのですよ。事業の正
当性と誠意が優って、神社が譲歩したといい
ます」
　太兵衛はまた寺への説得のために毎日、海
辺で身を洗って寺まで 2Kmを歩き祈りを捧
げた。
　寺井敏夫氏（作家）は「18 世紀末、土木
技術で沼地に運河を建設するのは不可能な事
だったが、失敗を繰り返して技術の蓄積をし
ていったから、成功することができた」と話
した。
　佐陀川（運河）はそれで完工した。数十人
の人足が沼地工事過程で死に、開通直前に太
兵衛も、一生を終えた。
　26 日、再び見た佐太川の一帯。運河は機
能を失ってから長い。韓国の地方もそうであ
るように、こちらも親水環境を造成しても人
口減少で利用する人がいない。ヨット繋留場
くらいが活気があるだけだ。
　200 余年前、今のように生態系問題は考慮
されなかったはずだ。ただ米増産と治水が目
標だった。佐陀川は当代に利益を創出した。
　しかし移山移水が可能な現代の人工自然

命をかけて８kmの運河をつくる

清原太兵衛

取材支援 :
日本財団法人人間自然科学研究所
翻訳　金有辰
監修　財団法人人間自然科学研究所

住民、藩、寺社…利害が複雑にからみあう難題を克服、歴史的大事業を達成

は、国家が管理能力を喪失する時、再び凶悪
な面を現し、災難をもたらす可能性も考えな
ければならないだろう。
� jhjeon@kmib.co.kr
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　4大江開発事業に対して 8つの教団協議体である韓国キリスト教教会協議会（NCCK）は事業中断を促した。
その一方で、保守志向の韓国キリスト教総連合会は 「長引く水問題の解決と地域活性化」を理由に支持する
立場を明らかにした。これについて国民日報 「イウッ（隣り）」は 17 － 18 世紀の日本における治山、治水
の英雄、三人の開発事例を通じてケーススタディ（Case study）をしてみた。
　人力だけで大自然の流れを変えた事業は 200 － 300 年が過ぎた今も生態の循環を繰り返して、その功績
を後代が抱きながら暮らしている。その現場を 3回にわたって連載する。

（財）人間自然科学研究所、国民日報趙旻濟社長に感謝状
国民日報 趙旻濟（チョミンジェ、写真中央）
代表取締役社長が、日本人間自然科学研究
所小松昭夫（66・左側）理事長から、自然
開発報道に関して感謝状を受けた。

小松理事長は 16 日ソウル・汝矣島の国民
日報ビル 11 階で開かれた “ 国民家族 ” の
水曜礼拝に参加して、趙旻濟社長に国民日
報セクション・イウッ（隣り）が去る 1 月、
日本島根半島の治山治水の英雄三人の業績

に対して、「『神と自然』という観点で報道してくださったことを光栄に思う」と、
感謝状を授与した。 授与式には人間自然科研究所の金顯哲（キムヒョンチョル、
78・前放送委員会企画室長） 顧問が同席した。

去る 1 月 6 日 , 13 日 , 20 日の 3 回にわたって報道された企画 ‘ 神と自然 ’ は、
論議を起こしている 4 大河川開発問題に対して「創造」「秩序」「視覚」で解答を
求めようと日本島根県（出雲）で取材が行われ、人間自然科学研究所が取材を支援
した。日本治山治水の英雄 3 人は運河、干拓などの開発事業を国民として推進した。
この報道は彼らによる開発から 300 年あまりを経て、自然環境に及ぼした長所短
所を集中報道した。
� チョ・グッヒョン記者 

出雲（日本）＝記事　全正熙記者、
写真　尹汝弘専任記者

①佐陀川の河口。左右に漁船が並んでいる。②運河に使わ
れなくなり、ヨット場に活用されている。③宍道湖の夕日
④松江城⑤かつて氾濫した宍道湖の今日。
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「人間は知恵を使って大自然といっしょに生
きて行かなければならない。自然を相手に悪
い事を企てて害になればそれが災いだ」
　周藤彌兵衛（1651―1752）。42 年の間、槌
とのみだけで山を切開して川の流れを変え、
洪水被害から農民を救った日本松江藩の官
吏。彼は 1705 年 1 月のある日、治水工事を
控えて、息子勘六を呼んでこのように言う。
江戸時代、世襲の下郡の家柄に過ぎない低い
位の彼は、祖父が失敗した歴史に跳び込んだ
のだ。50 代半ばの彼は息子に、「山を移して
川を変える」という無謀な夢を話した。
　息子は精霊崇拝をする村の人々の指弾（つ
まはじき）が恐ろしかった。亀の首のような
形をしていた剣山（つるぎ山）にまつられて
いる竜神を畏れない父を心配した。彌兵衛は
亀の頭の前で蛇行する川を、直線化しようと
考えた。それには、首部分を切開しなければ
ならない。頭部分に鎮座する神社の反対は、
火を見るよりも明らかだった。

　先月 23日に訪れた松江市の日吉切通し（山
などを切った道路や水路）には、美しい谷が
目の前に広がっていた。水泳や釣り、または
リフティングをしても良い、素晴らしい谷
だった。
　この切通しは、治山治水のために開発者が
どんな姿勢を持つべきかを示している、開発
哲学の遺産が込められた所だ。周藤彌兵衛顕

彰会の石原茂会長（82）の話。
　「彼は村の豪農でした。権力者ではないが、
地方の末端の公職者として楽に一生を終える
ことができたんです。ところが彼の胸の中に
は、梅雨や台風が来たといえば家と農地が押
し流される農民の現実を、なんとしても克服
したいという意志がありました。のみと槌で
山を切り開くということを、当時、誰ができ
ると考えたでしょう。 彼は農民のために家
族と財産をすべて捧げた人です」

川筋は剣山に沿って瓶の首「⊃」の形を描く、
台風でも来れば人命被害と農地流失、
山を貫き岸壁を切り開いて、堤防築造に挑戦

　彌兵衛の生まれた所は、前回掲載した大梶
七兵衛、清原太兵衛とは違い山村に近い。険
しい山の間につくられた田畑で食べる村が、
意宇川を中心に点々と 70 箇所余りあった。 
意宇川は天狗山を源流として中海に流れ込む
長さ 20Kmの川だ。
　この川は、日吉村の剣山の岩壁に当たり
「⊃」模様で迂回して流れる。普段は、いろ
いろなところの水を集めて、村ごとに豊かな
農業用水を供給する乳腺の役目をした。
　1702 年 8 月、出雲地方に台風が近づいた。
あっという間に川の水かさは増え、河口に押
し寄せる満潮まで重なり、日吉村周辺の堤防
が崩れた。何よりも水の流れが、瓶の首のよ
うな剣山に当たり、抜ける所を失ったことが
原因だった。数百人が死んで、家 4000 軒が
失われた。田は砂と泥で覆われた。翌年も同

じだった。彌兵衛はこの時を「希望の光が見
えない地獄の様」と言った。松江藩は地平し
米（救援米）を送ったが、全く足りなかった。
下郡だった彌兵衛はこの大洪水を経験し、ど
んなことがあっても治山治水をすると決心す
る。
　彼のこのような決心には根拠があった。
1650 年代、彼の祖父周藤彌兵衛家正が下郡
をした時も 4回も洪水がおこり、村が荒廃し
た。この時、家正は意宇川の流れを変えるこ
とだけが生き延びる方法だと確信した。
　小説「周藤彌兵衛」の著者、交易場修氏は
「彼の祖父は村会議を召集して『日吉水路工
事』を請願したという記録がある」と、「1650
年、藩の支援を受けた家正は 3 年間にわたっ
て土木工事を始めた」と話した。
　この時、剣山の亀の首の、第１次切開が
行われた。高さと幅はそれぞれ 12.7m、長さ 
29m に至る難工事だった。剣山は硬い花崗
岩（花崗閃緑岩）なので、藩の大規模支援が
あっても 3年もかかった。
　しかし喜びもつかの間、1654 年の洪水に、
直線化した堤防はあっという間に崩れた。
12.7m の狭い幅の切通しでは力不足だった。
農地が 2.5 倍も増えたと喜んでいた農民は、
竜神の災いと言って動搖した。以後も３回に
わたって洪水が襲った。当座の暮らしにも
困ったため村の娘たちが売られた。それに土
木工事を支援した力強い領主、松平直政 ( 徳
川家康の孫 ) までもが死んだ。
　彌兵衛は祖父が残した水路工事計画書だけ
では足りないと思い、直接、堤防工事を経験
しようと心に決めた。ちょうど大阪の大和川
で大きな土木工事があることを知り、松江地
方から派遣された人夫を引率して大阪に旅
立った。1704 年の事だった。
　彼はそこで 8 ヶ月にわたって土木技術を
詳しく習った後、藩に支援を要請したが、出
費がかさんでいた藩は断った。
　「ここが彌兵衛の家の跡地です。彼は 1706
年、財産をはたいて工事を始めます。10 年
かかるか、30 年かかるか、誰も分からない
事でした。村人は『途方もない工事』と、す
ぐに背を向けたんです。お金をあげて『工事
に参加しなさい』と言っても、『祟りがある』
とそっぽを向きました」
　山本謙氏（人間自然科学研究所理事・市民
運動家）は、彌兵衛の執念が泰山を動かした
と言った。彌兵衛は村人がそっぽを向いた中
で、他の地方の人 20 人余りと一緒に工事を
始めた。祖父が切った岩をさらに切り広げ、
新川の堤防を造る工事だった。
　彼は工事のために倉の米をみな処分し、賃

金を払った。しかしまた人夫たちも、堤防築
造工事のみで、岩を壊して水路を造る事には
参加しなかった。竜神の祟りが恐ろしかった
からだ。彌兵衛は仕方なく一人で岩に上がっ
て、槌とのみだけで岩を壊した。雪や雨が降っ
ても、一人作業を止めなかった。そうして 3
年、彌兵衛の真心に感服した日吉の村人たち
が彼の作業を助け始めた。また、藩の関係者
も実態を把握して激励金を出したため、工事
に弾みがついた。そして着工してから 5 年、
その間放置されていた第 2次水路工事が完了
した。
　それでも彌兵衛の槌音は止まらなかった。
幅 6m、深さ 1mの拡張では、もっと掘らな
いと大洪水を十分に防げるとは判断できな
かった。すべての農民が帰っても、彼は一人
ぽつんと足場の上で岩を壊した。
　そして悲劇がおこった。結婚もしてない娘
が持病で死んでしまった。人々は竜神の災い
だとまたうわさした。62 歳で仏門に入った
のも、そんなうわさを無くしたいという理由
からだ。

住民は参加、藩は支援拒絶、
倉の米全てを処分して人夫の給金に
97 歳の偉大な事業が完工…後世に豊穣の恩恵

　いつのまにか、また 10 余年が経った。そ
の間大雨がなく、村は毎年豊作だった。息子
は父の健康のために程々にするよう勧めた
が、父は聞かなかった。ある日、父を助ける
つもりで岩を壊していた息子勘六が突然血を
吐いて死んでしまう。傷心の妻も同じ年に
寝込んで、再び起きることができなかった。
また 3 年後、幼い息子平佐衛門も急死した。
代が途絶えてしまったのだ。 本当に竜神の
災いの様だった。
　それなのに白髪の老人の槌音は続いた。そ
して遂に 1747 年、工事が完了した。彼は 97
歳になっていた。海の中に川を掘るような不
可能な事が、40 余年の槌打ちの末に完成し
た。
（監注：日吉切通しの幅は上流部で約 27.3 ｍ、
下流部で約 21.8 ｍ）
　家族を失い、財産を捧げ、人生を捧げた大
いなる歴史だった。農民が大自然と共に豊か
に暮らすことができるようにしたのだ。堤防
の小さな穴に指を入れて洪水を防いだとい
う、オランダの少年英雄ハンスブリンコの老
年版のようだ。
　先月 26 日午後、関係者たちは取材陣を、
切通しからちょっと離れた、ある畑に案内
した。 畑に韓国産白菜が生き生きと育って

いた。その横の一つの小さな丘が目を引い
た。1650 年、彌兵衛の祖父が松江藩の支援
をもらって築造した堤防の一部が、土木遺産
になって今も残っていた。松江市歴史資料
館整備室関係者は、「現存する堤防遺跡は幅
10m、高さ 3m、長さ 50mで、小さな石を積
んでいるもの」と明らかにした。
　彌兵衛は 102 歳まで長生きした。彼の家の
跡地などは、切通しから 2－ 3kmの範囲内
に位置し、遺跡地として後代の生きた教育の
場として活用されている。時にはモーゼのよ
うなリーダーシップを発揮し、時には住民と
の葛藤もあり、天を仰いだ彌兵衛。自然と向
かい合った彼の犠牲は、今に至るまで民に豊
饒をもたらしてくれている。

エピローグ

　日本の治山治水の英雄 3 人には共通点が
ある。第一に隣人のための開発精神、二番目
に自己犠牲、三番目に開発によってもたらさ
れる利益を望まないこと、四番目に自然に対
する敬意、五番目に社会的合意だ。当時、創
造世界の保全のような、生命神学の観点の認
識はなかった。
　現代の土木技術は 42 年の槌打ちで乗り越
えた自然を、たった一日で、ショベルカーを

使って崩すことができる。現代人にとって自
然は敬意の対象ではなく、生活の利便性や建
設利益のために、いつでも変えることができ
るという征服的自然観が支配的だ。
　しかし、クリスチャンにとって土地は生命
を育む「母」だ。したがって、これを虐待す
る行為は創造秩序に対する挑戦だ。地球温暖
化に代表される災いは、この挑戦に対する当
たり前の結果かも知れない。
　私たちの４大江開発事業の可否の判断は、
正確さを求めるならば専門家たちの役割だ。
全知全能でない我々が母なる河を治めること
による環境工学的結果、 社会的価値は一般人
には簡単には分からないし、判断することも
できないからだ .
　セマングム干拓地開発 19 年を通じて分か
るように、開発論者と反対論者が押したり引
いたりして、先進的な循環ができる結果を生
んだ。社会的合意がついたということだ。と
ころがその最終的な結果はまだ分からない。
日本の運河開発事例のように無用の長物にな
りうる。その一方、治水は干拓のような肯定
的効果をもたらすこともできる。
　このような観点で見る時、熾烈な論争にも
かかわらず、そのまま速いスピードで進む 4
大江開発事業は、プロテスタントの判断のよ
うに議論の余地があることは明らかだ。時間

42 年間 金づち一つで川の流れをかえる

周藤彌兵衛

取材支援 :
日本財団法人人間自然科学研究所
翻訳　金有辰
監修　財団法人人間自然科学研究所

人間の知恵は大自然といっしょに生きて行くために使う

をおいて特定の港湾をまず開発して、生態系
を観察するケーススタディが必要だ。聖書的
観点で見る時、生態系全体が救援の対象だか
らだ。
� jhjeon@kmib.co.kr

2011年 1 月20日木曜日� 国民日報 イウッ� 2011年 1 月20日木曜日

　4大江開発事業に対して 8つの教団協議体である韓国キリスト教教会協議会 (NCCK)は事業中断を促した。
その一方で、保守志向の韓国キリスト教総連合会は 「長引く水問題の解決と地域活性化」を理由に支持する
立場を明らかにした。これについて国民日報 「イウッ（隣り）」は 17 － 18 世紀の日本における治山、治水
の英雄、３人の開発事例を通じてケーススタディ (Case study) をしてみた。
　人力だけで大自然の流れを変えた事業は、200 － 300 年が過ぎた今も生態の循環を繰り返して、その功績
を後代が抱きながら暮らしている。

（財）人間自然科学研究所、国民日報趙旻濟社長に感謝状
国民日報 趙旻濟（チョミンジェ、写真中央）
代表取締役社長が、日本人間自然科学研究
所小松昭夫（66・左側）理事長から、自然
開発報道に関して感謝状を受けた。

小松理事長は 16 日ソウル・汝矣島の国民
日報ビル 11 階で開かれた “ 国民家族 ” の
水曜礼拝に参加して、趙旻濟社長に国民日
報セクション・イウッ（隣り）が去る 1 月、
日本島根半島の治山治水の英雄三人の業績

に対して、「『神と自然』という観点で報道してくださったことを光栄に思う」と、
感謝状を授与した。 授与式には人間自然科研究所の金顯哲（キムヒョンチョル、
78・前放送委員会企画室長） 顧問が同席した。

去る 1 月 6 日 , 13 日 , 20 日の 3 回にわたって報道された企画 ‘ 神と自然 ’ は、
論議を起こしている 4 大河川開発問題に対して「創造」「秩序」「視覚」で解答を
求めようと日本島根県（出雲）で取材が行われ、人間自然科学研究所が取材を支援
した。日本治山治水の英雄 3 人は運河、干拓などの開発事業を国民として推進した。
この報道は彼らによる開発から 300 年あまりを経て、自然環境に及ぼした長所短
所を集中報道した。
� チョ・グッヒョン記者 

出雲（日本）＝記事　全正熙記者、
写真　尹汝弘専任記者 ①彌兵衛が 42 年間金づちとのみで花崗閃緑岩の間を打ち

つけた。今は意宇川が流れている。②周藤彌兵衛顕彰会石
原茂会長。③昔の意宇川堤防の一部。④神魂神社。⑤彌兵
衛墓地。
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　小松電機産業は、シートシャッターhappy　

gate門番システム、クラウド総合水管理シ

ステム「やくも水神」ネットワーク、人間自

然科学研究所の 3つの事業を通じて、「社業

を通じて社会に喜びの輪を広げよう」「おも

しろ　おかしく　たのしく　ゆかいに」「三

方良し、後利」を社是、経営理念、行動指針

におき、対立統合発展を繰り返されるなかで、

スパイラル状に 21 世紀の平和の文化が広が

ることを目指し活動している。

　本社がある島根県松江市は豊かな汽水を湛

える宍道湖と中海の中間に位置し、江戸時代

から今日まで、治水が政治の最重要課題であ

る。1973 年、ポンプの修理業から始まった

同社の水事業は、こうした出雲の歴史と文化

を背景に ICTを組み合わせて「やくも水神」

として全国展開する製品に成長。システムは

自治体間の口コミで広がり、2014 年 7 月現在、

北海道から沖縄まで、360 自治体、7600 施設

で稼働。まちづくりや人材活用を実行するた

めに安倍内閣の重要課題「地方創生」に応え、

地域発全国そして世界に広がる事業モデルと

なっている。

治水の偉人・周藤彌兵衞翁の大銅像  
除幕

　治水の偉人・周藤彌兵衞翁

（すとう・やへえ：1651～1752

年）は、剣山と呼ばれる岩山

に阻まれ、蛇行して村にたび

たび水害を引き起こした意宇

川の流れを変えるため、56

歳から私財をなげうち、42

年もかけて、ノミと槌で山を

切り開いた。現場は「剣山切

通し」と呼ばれ、今でもノミ

の跡が残る。

　翁の顕彰事業は、「水と志」

で事業展開する同社の一貫し

た姿勢の中で進められて来た。文献等の資料

が少なかった周藤翁の物語を、「世界に通じ

る仕事」「今の時代だからこそ必要」と考え

た小松昭夫社長は、1994 年、一村一志運動

の提唱とともに小説・児童文学・漫画「周藤

彌兵衛」を一挙に刊行、出版記念シンポジウ

ムを開催して、周藤翁を「やくも水神」展開

のプランドと位置づけた（写真 1）。続いて宍

道湖の増水から松江を守るために人工河川

「佐陀川」の造成工事を進めた清原太兵衛（き

よはら・たへえ：1712～1788 年）、砂地だった

出雲平野に多くの水路を引き新田開発を行っ

た大梶七兵衛（おおかじ・しちべえ：1621～

1689 年）をそれぞれ刊行、「水の偉人」顕彰

事業を軌道に乗せた。

　2002年、日中国交正常化30周年を記念して、

孔子、孟子、周藤翁、清原翁の 4体の銅像を、

日中戦争の激戦地・中国山東省棗荘市で制作。

孔子孟子像は鳥取県の日本最大中国庭園「燕

趙園」に、周藤・清原翁像は小松電機産業本

社玄関ホールに建立された。こうした経緯を

もとに、8 月 11 日「山の日」が制定され、

水資源循環基本法が成立して初めての「水の

日」である 2014 年 8 月 1 日に、前比 8倍に

なる大銅像（2.7m×2.8m×1.7m）を国交正常化

40 周年を記念して新たに制作。松江市八雲

町の親水公園に建立した（写真 2）。

ズットナー像を迎えシンポジウム

　周藤翁の大銅像事業と同時に、同社はヨー

ロッパで女性初の平和賞受賞者になったベル

タ・フォン・ズットナー（1843-1914 年）の

胸像制作を進めている。小松社長は 2013 年

周藤彌兵衞翁の物語から生まれた 
やくも水神

〜「地方創生」実現する、広域クロスオーバー管理〜

小松電機産業
www.komatsuelec.co.jp

写真 2　  2014年 8月 1日　水循環基本法成立後初の「水の日」に、松江市八雲町で除幕された
周藤彌兵衛翁像

写真 1　  1995年 4月　小説・児童文学・漫画の一挙刊行を記念
して開かれた周藤彌兵衛翁シンポジウム（松江市）

088-091　28印　小松電機産業_八.indd   88-89 14/09/19   14:17
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上下水、簡易水道、農漁村集落排水、農業用

水、ゲート、消雪など水に関するあらゆる施

設を一つの地図画面で表示。職員の負担を大

幅に軽減する「広域クロスオーバー管理」を

提唱（写真 3）。導入すれば高速道路や一級河

川の流域でつながる複数の自治体が、地域を

エリアで区分けして職員を配置。上下水に限

らずエリア内にある様々な水関連施設の情報

を、タブレット端末やスマートフォンを使っ

て場所を選ばず状況確認と管理ができる（写

真 4）。

　2006 年に 4 町村が合併した福島県南会津

町では、消防団員を務める役場職員が、貯水

槽の水位を「やくも水神」を使ってスマート

フォンで確認しながら、消防活動をする事例

が 2013 年 10 月にあった。住宅地の高低差が

100 m以上あり、広大なエリアで「広域クロ

スオーバー管理」を実現するため、やくも水

神の導入が進んでいる。

　富山県など消雪施設の導入が進んでいる地

域ではグループ制御とカメラ監視による効率

的な施設運用を進める「やくも水神」消融雪

設備管理制御システムの導入が進んでいる。

本年からはスマートフォンやタブレット端末

でも遠隔操作ができるようになった（写真 5）。

　福井県で 4市町にまたがって進められてい

る農業用水のパイプライン化事業、九頭竜川

農業省水再編対策事業でも、やくも水神は試

験導入され、広域管理が進められている。

21世紀の村おこし

　周藤彌兵衞翁は「木には木の心、水には水

の心、石には石の心がある。その心がわから

なければいい仕事は出来ない」と説いたとい

う。「やくも水神」は人類の特性を直視、“使

う人の気持ちに沿い、衣食住が足った世界に

おける理想的な管理システムのあり方”を問

う、人間自然科学研究所の一村一志運動と

ICTが融合した“21 世紀の村おこし”を念

じた製品である。

9月、オランダ・ハーグの世界平和宮（国際

司法裁判所）100 年記念式典出席から 2014 年

まで、3年連続でヨーロッパを訪問。カーネ

ギー財団がオランダ・ハーグの国際司法裁判

所 100 周年を記念して制作した 2体のズット

ナー像のうち、ハーグ市庁舎で展示されてい

る胸像の 2号像を制作。ウィーンでこの像が

長期展示されるにあたり、第一回ズットナー

賞を受賞した。作者イングリッド・ロレマ氏

はさらに 3 号像を制作中。2014 年 11 月 23

日に松江市で開かれる記念シンポジウムで、

来日と同時に公開される予定だ。小松社長は

「周藤翁をトロイの木馬にみたて、そこから

ズットナー像が何体も生まれるイメージ。4

号像以降は、日本で制作して世界に広がるよ

うにしたい」と話している。

クラウド総合水管理システム「やくも
水神」とクロスオーバー管理

　周藤翁の事業から250年を経た2000年9月、

政府は情報化による全国各地からの新産業創

出を目指してe–Japan構想を打ち出した。「や

くも水神」は、この構想を受けて全国展開を

開始。従来の中央監視方式と異なり、役所側

はサーバー設置のコストがかからない

こと、現場にいながら数値を確認し遠

方の技術者と相談しながらの施設運用

ができるようになり、経験の無い担当

者であっても熟練者と同じような管理

ができる点などが好評価され、国交省

の成功モデル（兵庫県多可町、長崎県

長崎市）として紹介された（2003年11月、

下水道における ICT活用に関する検討会）。

　市町村合併により、自治体は職員削

減と同時に、管理エリアの広域化と上

下水統合管理を進める流れが広がって

いる。広域なエリアに点在する施設を

　　 小松電機産業株式会社

〒 690-0046　島根県松江市乃木福富町 735-188 TEL：050-3161-2490
FAX：050-3161-3846

代 表 者 小松 昭夫 年 商 37億円

設 立 1981年 12月
業 種

シートシャッター「門番」、総合
水管理システム「やくも水神」の
製造・販売資 本 金 1億円

企 業 デ ー タ

写真 5　消融雪設備管理制御システム

写真 4　  配水地、マンホールポンプなど水関連施設を、
一つの画面で確認できる

写真 3　水神ネットワーク図
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